































































 Nakaya ら 3 は、Ⅱ型糖尿病モデルラットである
Otsuka Long-Evans Tokushima Fatty（OLETF）
ラットの餌に 5%のタウリンを混ぜ与えると、経口
糖負荷試験の成績が改善することを報告している。 






















 Zhao ら 6は、高脂肪高ショ糖食を摂取させたラッ
トに 2%のタウリン水溶液を投与したところ、糖負
荷試験で評価した血糖取り込みの改善とともに、
IRS-1 や GLUT4 の mRNA ならびにタンパク質発
現量の増加が確認されたと報告している。また 
図２ AMPK による骨格筋の血糖取り込み促進メカニズムとタウリン 
 運動（筋収縮）はインスリン非依存的に骨格筋の血糖取り込みを高めるが、そのメカニズムには AMPKの活
性化が関与している。腸管上皮モデル Caco-2 細胞においてタウリンが AMPK を活性化させることが報告され
ている 11が、骨格筋においてタウリンが AMPK を活性化させ血糖取り込みを高めるかは明らかではない。 
 
Mikamiら 7は、Ⅱ型糖尿病モデルマウスであるKK-






































（ Thioredoxin-interacting protein: TXNIP ） の
mRNAならびにタンパク質発現が増加していた 12,13。 
 骨格筋における TXNIP 発現量の増加は、血糖取
り込みを低下させる 14,15。近年我々は、一過性の運










骨格筋における AMPK の mRNAならびにタンパク
質発現量が低下していることを報告している。さら
に Brock ら 18は、レプチン欠損による肥満糖尿病モ
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